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保険収載から８年
保険改定をふまえ、最新の知見にアップデート！

第1章　評価・診断・保険算定の基本
● 口腔機能発達不全症の基本
 ～保険収載から現在までを振り返って
● 口腔機能発達不全症で対応する小児像
● チェックリスト（離乳完了前）使用時のポイント
● チェックリスト（離乳完了後）使用時のポイント
● 算定可能な保険点数と請求時の注意点 　他

第 2章　対応・アプローチの基本
● 一般開業医でできる運動機能訓練 
● MFTを応用した口腔機能発達不全症への対応 
● 食行動への対応 

● 歯科衛生ケアプロセスに基づく口腔機能管理と協働
 ～歯科衛生士の取り組み　他

第 3章　ケーススタディ～評価・診断・対応
● 硬い食べ物を拒否する子に対する食事を支援したケース
● 姿勢を中心に対応したケース
● 食べる機能を支援したケース
● 効果的な小児口腔機能管理のポイント
● 発音の問題への対応に苦慮し言語聴覚士との連携に
 シフトした例　他

● 切り取り式巻末付録
小児に実施可能な口腔諸器官の運動訓練リスト
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平成30年（2018年）に口腔機能発達不全症が公的医療保険の対象病名として診療報
酬に収載されて以来、小児の「食べる機能」や「話す機能」への支援が進む一方で、適切な
評価・診断や対応方法に悩む場面も少なくありません。
本書では、口腔機能発達不全症の成り立ちから保険診療への対応、症状や問題点の捉
え方、評価方法、多職種連携までを、豊富な事例とともに解説しています。
今回の改訂では、2026年度診療報酬改定を反映し、最新情報へアップデートしました。
さらに章構成を見直し、新たに歯科衛生士の視点からのアプローチなどを追加。巻末に
は切り取って活用できる付録として「小児に実施可能な口腔諸器官の運動訓練リスト」
を収載しました。日常臨床における口腔機能管理の実践に役立つ一冊です。
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